
令和６年度 当初予算のポイント

一般会計 286億円 前年度比+5.2%

（全会計合計 ５１８億5，410万6千円 前年度比＋２．８％ ）

～ みなさんといっしょに ～

子育て支援 教育の充実

過去最大
規 模

雇用の創出
開発の促進

交通インフラ

の整備

①



新 し い 行 田 の 好 循 環

本市の最も深刻な課題は人口減少である。特に若年層の

減少は深刻であり、このままの状況を放置すれば本市の

活力は一層低下する。こうした危機的状況を回避するため

にまず取り組むべきことは、若年層の市外流出を抑制しつ

つ、本市への転入を促す社会動態の改善が必要である。

子育て支援、教育の充実、雇用を生み出す企業の誘致や

開発の促進、交通アクセスの改善などの施策を強力に進め

るとともに、これらの施策を連動、循環させることで、外

部からヒト・モノ・カネを呼び込む大きな力が生まれる。

令和６年度予算編成は、市の１０年、２０年先を見据えた

未来への投資を積極的に行い、こうした好循環の早期実現

に最優先に取り組むこととし、限りある財源を重点的に配

分した。
人口減少の抑制・活力の創出

新しい行田の
好循環

交通インフラ
の整備

雇用の創出
開発の促進

子育て支援
教育の充実
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令和６年度 当初予算の特徴（一般会計）

歳 入 歳 出

国庫支出金や県支出金、交付税措置のある有利
な地方債などを積極的に活用し、財源を確保

新しい行田の好循環を実現するために、事業を
前倒しするとともに、生活道路の予算を通年分
確保

単位：千円

市税

10,025,952 

地方交付税

4,890,000 

国庫支出金

4,641,882 

県支出金

2,135,458 

地方消費税交付金

1,900,000 

市債

1,619,300 

繰越金

700,000 

繰入金

688,656 

諸収入

571,442 
その他

1,427,310 

２８６
億円

民生費

12,589,738 

土木費

3,293,730 

総務費

3,117,517 

教育費

3,085,054 

公債費

2,477,411 

衛生費

1,750,412 

消防費

1,366,371 

農業費

331,804 

商工費

285,316 

その他

302,647 

単位：千円

２８６
億円
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産前 産後

産前 産後

産前 産後

幼児教育及び保育無償化

０歳～２歳

保育無償化
おうち子育て支援事業

こども医療費無償化

幼児教育及び保育無償化

出産・子育て応援事業

出産・子育て応援事業 支援制度なし

６歳～１８歳

０歳～２歳 ３歳～５歳

０歳～２歳 ３歳～５歳

３歳～５歳

出産・子育て応援事業

」 子育て支援「こどもまんなか」

未就園の３歳未満児を対象に
「こども誰でも通園事業」を開始

・おうち子育て支援金

・旧忍町信用組合店舗利用券の支給

国に先駆けて所得制限のない

３歳未満児保育料無償化を実施

開始時期：令和６年４月～

３歳未満児保育料無償化
事業費：１億６７９万６千円

おうち子育て支援
事業費：４，０４０万７千円

０～２歳０～２歳 新 規新 規

新しい行田の好循環
◎幼児教育及び保育

これまで

これから

◎こども医療費

これまでも
これからも

④

行田市なら

０歳から１８歳まで

切れ目なく

サポート



子育て支援「こどもまんなか」

行田市に住んでいれば

０歳から１８歳まで

こども医療費が無償

子ども医療費
事業費：２億２，４１６万２千円

新たに病児保育施設を整備する

医療機関を支援

市内の病児保育施設が２施設に

病児・病後児保育
事業費：４，７１５万６千円

埼玉小学校内に

埼玉第二学童保育室を開設

「待機学童ゼロ」

全２０か所、総定員９９０人

学 童 保 育
事業費：２億７，１８５万９千円 ６～１２歳

０～１２歳 ０～１８歳拡 充

拡 充

継 続

新しい行田の好循環
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教 育 の 充 実

英 語 の で き る 行 田 っ 子
事業費：５，１７３万５千円

外国語指導助手(ＡＬＴ)を増員

小中学校に加え

全幼稚園に活きた英語教育を広げる

英語のできる行田っ子を育てる

水 泳 授 業 民 間 委 託
事業費：１，４８２万３千円

民間スイミングスクールを利用し

天気や季節に左右されない水泳授業を実現

実施学校：南小、見沼小（令和５年度～）

北小、忍 小（令和６年度～）

義 務 教 育 学 校 再 編
事業費：１３６万５千円

公立小中学校を

義務教育学校３校に再編

・保護者や地域住民等への説明会の実施

・再編計画(骨子編)の策定及び個別計画の作成 ほか

拡 充

新しい行田の好循環

拡 充
子どもを通わせたい！

質の高い学校教育を実現します

拡 充
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雇用の創出・開発の促進

企 業 誘 致 候 補 地 先 行 試 掘 調 査
事業費：４９５万５千円

市において、企業誘致候補地の先行試掘調査を実施

公 的 資 格 等 取 得 支 援
事 業 費 ： １ １ ０ 万 円

就職に必要な資格取得の費用の一部を補助

業務に必要な資格取得の費用の一部を補助

若 者 移 住 促 進
事業費：６００万円

若者の移住を促進するため、奨学金返還支援金を交付

支援金額：奨学金の返還額の１／２（年上限１２万円）
支援期間：初回の申請年度から最大３年間

攻 め の 農 業 支 援
事業費：６００万円

生産方法の改善やスマート農業の導入などを行う
農業者を支援

起 業 家 支 援
事業費：９０２万８千円

市内空き店舗を利用して新たに事業を開始する方

改装費用の補助上限額を ５０万円 ➡ １００万円

新しい行田の好循環

新 規

新 規

新 規

継 続

拡 充

市民向け

市内企業向け

埋蔵文化財の
有無を確認

企業に
情報を提供

市内に就労しなくても、
住むだけでＯＫ！
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交通インフラの整備

電話やスマホで予約可能な

新たな乗合型交通モビリティを導入

令和７年１月運行開始予定

乗合型ＡＩオンデマンド交通運行 事業費：３，７９４万２千円

段階的に措置していた予算を

当初予算で通年分確保

生活道路等整備
事業費：６億７，７０９万円

拡 充

新しい行田の好循環

新 規

▶R5.11月 国土交通副大臣へ要望

▶「チーム行田」

行田市、市議会、商工会議所、建設・運輸関係

自治会連合会、ＰＴＡ連合会

１７号バイパス高速道路化

⑧

乗合型で最適なルートを

ＡＩが設定

他の利用者と
同乗する乗合方式
により運行

～予約～



防災・減災（忍川治水対策事業）

埼玉県が実施する「治水対策事業」に併せて
治水対策事業を実施

①校庭貯留工事設計（泉小学校）
・忍小学校（令和４年度竣工）
・南小学校（令和５年度竣工）

新規

大雨や台風などによる河川流域への水害の軽減を
図るため田んぼダムを整備

②工事実施場所
忍川流域の星宮地区１６ｈａ

田 ん ぼ ダ ム の 整 備
事業費：２，０７０万円

忍 川 等 治 水 対 策
事業費：１億６，２７７万円

下忍調節池 ２４ｈａ
平時の底地利用を検討

②

①

◎

継 続 継 続

⑨



安全・安心の確保
特 殊 詐 欺 等 対 策 機 器 の 購 入 費 補 助

事業費：１００万円

振り込め詐欺等の対策機能を持つ固定電話機等の
購入費用の一部を補助

補助対象者：６５歳以上の高齢者世帯、
日中に高齢者のみとなる世帯

補助率：１／２
上限額：１万円

住 宅 用 防 犯 カ メ ラ 設 置 費 の 補 助
事業費：１５０万円

住宅に防犯カメラを設置する方に
補助金を交付

補助対象者：自己用住宅に住む方
補助率：１／２
上限額：３万円

防 犯 カ メ ラ の 設 置
事業費：２００万円

交差点などに防犯カメラを設置

実現します！
「安全・安心なまち」

新 規新 規

防 犯 灯 設 置 ・ 電 気 料 の 補 助
事 業 費 ： １ ， ４ ７ ０ 万 円

自治会が管理する防犯灯の設置費用と電気料を補助

新 規

継 続

【対策機能例（自動応答）】
この通話は防犯対策のため
録音させていただきます。
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快 適 な 環 境 の 整 備

ト イ レ 洋 式 化
事業費：５，１４０万円

施設の和式トイレを洋式化

実施場所
商工センター（洋式化８基）
産業文化会館（洋式化１０基、便座改修１６基）
はにわの館 （洋式化２基）
古代蓮の里Ｃ棟トイレ（洋式化３基）

小 動 物 ( ペ ッ ト ) 火 葬 棟 整 備
事業費：４，５００万円

斎場西側駐車場に小動物(ペット)火葬棟を整備

スケジュール
令和５年度 調査設計
令和６年度 工事着手
令和７年度 工事完了

総 合 体 育 館 空 調 整 備
事業費：４００万円

総合体育館に空調設備を整備
令和６年度は調査設計を実施

設置場所：メインアリーナ
サブアリーナ
柔道場 剣道場

新 規新 規

新 規

最期まで
見届けたい

実現します！
「みんなが気持ちよく暮らせるまち」
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行 政 改 革

ＬＩＮＥを活用し、いつで
もどこでも行政手続が可能
に！

▶気軽に問合せ！
チャットボット機能

▶対話型で簡単！
申請・届出

▶写真や位置情報を送信
通報機能

▶素早く簡単！
相談予約

ごみの分別。
アルミ缶は？

資源物です。

○○地区の
収集日は？

毎月第２、第４
木曜日です。

行政事務のペーパーレス化
事業費：１，４７２万９千円

●●大会の参加
申込み

まず、お名前の
入力を・・・

新 規 拡 充

行政事務の更なるペーパーレス化を実施

・介護認定審査会オンライン化

・電子契約システムの導入

・ペーパーレス会議

行政手続きオンライン化の促進
事業費：２５０万８千円
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